
楽器の演奏のまとめとして，クラスで合奏させる場面を想定した事例。「段階
的指導モデル」の「Ａ」と「Ｃ」に該当する事例。

小学校
クラスで好きな曲を合奏して録音し，
校内放送で流す

音
楽　
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Web事例　07

５分の指導でモチベーションが高まる

「著作権教育」の学習のねらいと指導のポイント

●曲は作曲した人の著作物なので，著作権があることを理解させる。

●授業に使うための録音は無断でできる。

●録音の目的が，校内放送やホームページでの使用，またＣＤなどに複製して
配ることは，無断ではできない。作者の了解が必要であることを知らせる。

●音楽には様々な作品があり，またその使われ方もいろいろあるので，音楽の権利を預かっている団

体があることを知らせる。

他の教科への応用例

●合唱や合奏で使う楽譜の大量コピー

練習の成果が出て，みんな上手になったので 
とてもいい合奏になりそうだわ。 
記念に録音して残してほしいわ。 

録音したら，お昼休みに校内放送で流して 
学校中で聞いてもらおうよ。 

音楽の授業の中で，上達の様子を確認するために
録音するのは，いいことだわね。
でも，校内放送で流すために録音することは
無断ではできないのよ。
音楽の権利にはいろいろあるので調べてごらん。



この事例の実践に参考となる教材・資料

JASRAC（一般社団法人日本音楽著作権協会）
　
文化庁「楽しく学ぼう　みんなの著作権」（小学生
のための著作権教材　インターネットでの著作権）
　

学習内容 教師の発問と子どもの反応 留意点

●クラス全員で合奏する。

●曲は作曲者の著作物だから勝手
　に使ってはいけないことを理解
　させる。

●音楽に関するいろいろな権利に
　ついて調べる。

発問例：１年間のまとめとして，ふだんの練習の
　成果を，クラス全員の合奏でまとめよう。

・かなり上手になった。
・せっかくだから，録音して記念に残したい。
・録音したら，それを校内放送で流して，学校中で
　聞いてもらおう。

発問例：音楽の授業の中では演奏も，またそれを録
　音することもできるけれど，授業以外の目的なら
　できないんだよ。

・ＣＤにして配るのもダメなんだ。
・学校のホームページで流すのもダメなんだ。

発問例：音楽についての権利を預かっている団体が
　あるので，調べてみよう。

もっと時間をかけて，ていねいに指導する場合には


